
















































































































































































































































































































































































































































して（同行を命ぜられず）当地（薩摩国坊津）におとなしくしておれと仰せられては、途方にくれてしまい （私は、お預け先の）兵庫頭 島津義弘）に召し連 られる 、同じことなら御先衆 加藤（清正）か小西（行長 か、両人どちらかの麾下に配属していただきたい。貴殿がたがご承知くだされば済むことではなかろうかと思いますので、いずれへなりとも配属していただければ幸いと存じます。　
私の一存で船出したり、またその先々まで侵攻したりすること


























































が彼らに知られていない事情を考えて、わざわざ「剃（髪） 」と入れたのかもし な 。ちなみに、山水には貧窮という意味がある。
＊文書の年代比定について。宛先の一人、前田玄以が朝廷から


































者はしば ば講義やゼミで「崖っぷち 譬え」という話をする。人の知らぬ未知の世界を覗き見ようとするならば、勇気を出してより先端に近付く必要があるとはいえ 踏み外して墜落して 元も子もない。しっかりした足場を保ち、重心を残していなければならぬ。その足場と重心とを与えてくれ ものこそ、方法論であり、先行研究であり、さらにはヒトとし の常識であろう。　
ともあれ今回の新出資料は、前置き たように、いろいろおも
しろい背景を窺わせてくれる。朝鮮の陣に是非とも出陣したいと懇願 て るけれど 、行けば死ぬかも れぬ、まさに命懸けの訴え。それほどに冤罪による 「お預け」 は我慢のならない屈辱だった。報告者など、そこに大いに同情す また、受け取った長束正家が「ハテサテ、厄介なことを言いだしおって」と苦々しげな顔で沈思黙考、挙げ句に握り潰したのでは？と想像する 、微苦笑を禁じえない。当時の歴史を深く知る向きの目に触れれ 、さらに多くのこと 想起されるであろう。門外漢があま 深入りせず、このあたりで筆を納めること しよ　
末筆ながら、こたびの調査ならびに小稿発表について御厚意を




























Notes on ‘Kinoshita Yoshitaka Shojo’ (a Letter of Kinoshita Yoshitaka) 
Preserved in the House of Natsuka
An Earnest Petition to Clear His Disgrace
YUASA, Yoshimi
キーワード ： 長束正家、木下吉隆、豊臣秀吉、文禄・慶長の役、武家書状
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